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　9 月 2 日，まめだ簡易グラウンドにおいて，金沢
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　金沢大学附属病院集中治療部について話をさせていただきます。集中治療室は現在８床のベッドをもち、救急、麻酔、
循環器内科、消化器内科、消化器外科、脳神経外科、整形外科専門医の資格を有する専任医師 8 名と、看護師２５名
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　医師になり早くも５ヶ月が経とうとしています。
　病院で医師として働くためには、医学の知識はもちろんのことたくさんの業務も
覚えなければならず、慣れるのに一生懸命です。
　そんな中で同じ研修医の仲間同士で教え合ったり、励まし合ったり、笑い合った
りする毎日です。７月から専門コースの多くの友人が外病院に行ってしまいました
が、同じ金大病院の研修医として応援すると共に自分も負けずに頑張ろう、なんて
いう事を考える今日この頃です。
圓山　泰史
　研修医となって早５ヶ月が経ちました。医師としての生活は学生時代に思い描い
ていたよりも大変なもので、多くの人のお世話になりながら過ごしてきました。学
生時代には行わなかったことも多く指導医の先生はもちろんのことコメディカルの
方々にもいろいろとご指導を賜りながら、研修を行っております。
　自分には出来ないことばかりで落ち込むことも多々ありましたが、指導医の方々
や同期の研修医、そして患者様に励まされながら何とか今までやってくることがで
きました。これからも少しでも患者様の役に立てるように研修を頑張っていきたい
と思います。下村　修治
　研修医としての生活が始まって５ヶ月が経ちました。私は他大学出身で新たな環
境に飛び込むという不安もありましたが、今では友人もでき楽しい研修生活を送っ
ております。また、医師としてはまだまだ駆け出しでわからないことだらけですが、
指導医の先生方は親切で、手取り足取り教えていただき、充実した毎日です。
　大学病院はローテーションに関してもかなり融通が利き、研修も一人一人の患者
さんに関してじっくり考え、基本的な手技や考え方を身に付けるにはとてもよい環
境だと思います。
　まだまだ未熟者ですが、今後もこの恵まれた環境を生かし、さらに日々の努力も
忘れず、大学病院での研修を実のあるものにしていきたいと思います。八子誠太郎
　金沢大学病院での研修ももう５カ月がたちました。
　母校とはいえ、わからないことだらけで右往左往する毎日ですが、先生方、コメ
ディカルの方々、事務の方々、同期の仲間…周りの方々のおかげでなんとか日々の
生活が送れています。
　医師として、社会人として、恥ずかしくないよう、毎日少しずつではありますが、
成長していきたいと存じます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。
齋藤　七生
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平成22年度ふれあい看護体験
　２１世紀の高齢社会を支えていくためには、相手の立場に立ちお互いを思いやる心、助け合いの心を、
私たち一人一人が分かち合うことが必要です。こうした心を、老若男女を問わず、誰もが育むきっかけに
なるよう、旧厚生省により「看護の日」が１９９０年に制定されました。
　看護の日は、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、５月１２日に制定さ
れ、この看護の日を含む１週間を看護週間とし、その間に様々な行事が全国で催されます。また今年は制
定２０周年の記念すべき年でもありました。
　金沢大学附属病院では、石川県看護協会が企画する「２０１０年ふれあい看護体験」を受けて、５月８
日（土）に「ふれあい看護体験（親子）」を実施し、２組の親子が体験しました。また５月１１日（火）には、
「ふれあい看護体験（一般）」を実施し、５人の高校生が参加し体験しました。
　親子の看護体験では、小学生の女子とお母さん、中学生の女子とお母さんの２組でした。それぞれに白
衣を身につけ、病院長より１日看護師の辞令を受け、やや緊張しながらも看護体験ができる期待で目を輝
かせていました。病棟では血圧測定や患者さんの足浴など体験し、テレビなどで見る医療機器を目の当た
りにした感動や、患者さんと触れ合うことで気付いた優しさや心配りの大切さなど学ぶことができたとの
感想を聞くことができました。
　高校生（女子）５人の看護体験では、それぞれに白衣を身につけ、身なりを整え、辞令を受けたこと
で気を引き締めている様子が伺えました。２人ずつのペアで３つの病棟で体験をしましたが、血圧や体温
の測定、リハビリへの車椅子での送迎や洗髪など、やは
り患者さんとの触れ合いを通して５人とも看護師・医療
従事者になりたいという思いを強くなったとのことでし
た。毎年行っている「ふれあい看護体験」の機会を活か
して、看護の仕事や相手を思いやる看護の心を、社会に、
より多くの方々に伝えていきたいと考えます。
　１１日（火）は、看護の日に関連して、毎年院内で「ふ
れあいコンサート」も企画されており、今年は医師・看
護師・薬剤師など様々な職種の方々が、楽器や歌を披露
しました。看護体験者も患者さんと共に、癒しの時間を
共有して過ごすことができました。
　８月 11 日，株式会社彦田　代表取締役彦田昭雄様から
入院患者の療養環境向上のためにご利用くださいとシャン
プー 1000 本の寄付をいただきました。
　彦田様には病院長より「病院への寄附は大変ありがたく，
大切に利用させていただきます。」と感謝状が送られました。
シャンプーを寄付いただきました
